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書　評

片 山一 道:ポ リネ シア 人 一石 器 時 代 の 遠 洋 航 海 者 た ち

1991年,271頁,同 朋 舎 出版,京 都.2,500円.

　本書 は読 みだ した ら止 らな いお もしろさがあ る.地

球 の三分 の一以 上を占め る広大な海 の半球 に暮 らして

きたポ リネ シア人 が,ど の ように して これだけ多 くの

島々に拡散 したのか,ま た立派な体格 と,初 期 ヨーロ ッ

パ人達 が自分 たち コーカ ソイ ドに似 ている とも表現 し

た顔 っ きな どの,い わば謎 ときをす る ことによ って,

読者 にポ リネ シア人を じっ に身近 に感 じさせて くれ る

一冊 である.

　 ポ リネ シアはハ ワイとニュージーランド,イ ースター

島を結 ぶ三 角形 の地域を指 し,広 大 な海 の半球の 中 に

ある.そ の中に散在す る多数 の島 々に住 みついて生 活

して きた人々が ポ リネシア人で ある.プ ロローグ と し

ての第一章では,ポ リネシアを様 々な側面 か ら紹介 し

てい る.著 者 はオセ アニアの人 々の世 界や歴史 を考 え

るに は,海 の半球が舞台 である ことを頭 に入れて か か

らなければ ならないと強調 する.そ して,生 物 地理 学

上の境界線であ るハ ックス リー ・ウォー レス線 を越 え

て オセ アニ アへ拡散 した人 々を"石 器 時代 の ス ーパ ー

マ ン"と 呼んで いる(p.29).

　 オセ アニ アの人 々と言 って も均一 な集団で はない.

広大な海洋世界 は,地 理学 的にポ リネシア,メ ラ ネ シ

ア,ミ クロネシアの3地 域 に区分 され,そ こに住む人々

も同 じ名前で総称 されてきた.こ れ らの うち,本 書 の

題名で あるポ リネ シア人 は,人 類学的 にも民族学 的 に

もほぼ均一 なので,同 一 グルー プとして扱 うこと に差

しっか えはない.し か し,ミ クロネシアとメ ラネ シア

は1つ の民族 グループ として扱え るほど均一 ではない.

それ にもかかわ らず,オ セアニ アの人々 の系譜 関係 な

どにつ いて人類学者 が検 討す る際 には,安 易 に この地

理学的分類 を用 い る傾 向がみ られ た.

　 著者 はオセアニアの人類 学研究 には,ポ リネ シア,

メ ラネ シア,ミ クロネ シアという地域区分 の使 用 をや

め,R.グ リー ンの提唱 した 「ニアー ・オセアニ ア」,

「リモー ト・オセアニ ア」の使用 を提 唱 して い る.こ

れは,数 万年 前か ら旧石器文化 を もった人 々が分布 し

ていた,ニ ューギニ ア北東の ビスマーク諸 島か ら ソロ

モ ン諸 島にかけての,大 陸部か ら比較的近距離 に連 な

る島々をニ アー ・オセ アニアと称 し,そ れ以 東の長 距

離 を航 海 しな くて は渡れな い島 々を リモー ト・オセ ア

ニァ と称す るものであ る.
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　 この区分法 は,人 類 のオセアニアへの拡散 とい う視

点か ら見 た場 合 は有意義 な分類 であ る.し か し,リ モー

ト・オセアニ アと して ミクロネ シアや南 メラネシア と

ポ リネ シア とを同一区分 に含 め るの は,少 々広汎 に す

ぎる.今 後,様 々 な分野 の研究 が進展す るこ とによ っ

て,よ り具体的 な区分が設定 され ることが期待 される,

　 さて,本 書の主題 であるポ リネシア人は,こ の リモー

ト・オセ アニア地域 のなかで も,安 山岩線 よ り東 の海

洋世 界(ニ ュージー ラン ドを除 く)に 拡散 した集 団で

あ る.こ れ ほど広 い地域 に居住 して いるに もかかわ ら

ず,形 質的 にも文化 的に も強い均一性 を示す.第 二章

で はこの ポ リネシア集 団の形質的特徴が紹介 されてい

る.

　 ポ リネシア人 は高身 長であ るのが特徴 の一つである.

170～173cmと い う平均 身長 は,世 界で も有数 の高身 長

民族 で あるとい う.さ らに,ポ リネシア人 は非 常 に筋

肉質で骨太 であ り,肥 満体が多 い.著 者 は この肥満 傾

向 は本来 のポ リネ シア人 にはなか った と考 え る.っ ま

り,限 られ た食糧源 で も十分 な血中 の糖 レベルを保 っ

「倹約遺伝子」 を持 ってい る彼 らが,ヨ ー ロ ッパ ス タ

イルの糖分過剰 の食生活 に移行 した結 果,肥 満 した と

いうので ある.ポ リネシア人 はまた,胴 が長めで,ロ ッ

カー形 の下顎 を持 つが,骨 格 は概 して縄 文人 と共通 す

る特徴 が少 な くない という.こ れは大 腿骨の柱状性や,

下肢長骨 の扁平性 が顕著で あるなどの特 徴を指 して い

る.し か し,ポ リネシア人が ア ジア起 源であ るこ とを

もっ ともよ く示 して いるのは,日 本 人や中国人 に特徴

的 な遺伝子 「ア ジア人特有型」(9塩 基 対欠損遺伝子)

の出現頻度 が,ポ リネシア集団 で は100%に 近 い とい

うことであ る.こ れ によ ってポ リネ シア人が東 ア ジァ

のど こかにそのオ リジ ンを持っ ことが明 らかで あると

い う.

　 では,ポ リネシア人 が東 ア ジア集団 とは異 な る点,

つ ま りポ リネシア人 のユニークさは何 なのであろ うか.

第三章 に紹 介 され たポ リネ シア人 のユニ ークさの主 な

ものは,以 下の6項 である.

1."筋 肉 マ ン形"の 大柄 な体 型

2.強 い肥満傾向

3.各 種身体形質 の強 い偏異 傾向

4.ア ジア人的 な,と きには"過 度 にア ジア人 的な"

　 身体特徴

5.多 産傾向
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　 ポ リネ シア人の持っ 「倹約遺伝子型 」に して も長い

成長期 に して も,つ ぎつ ぎと無人の島々へ拡散 していっ

たポ リネシア人 にと って,う ってつけの形質的特徴 で

あ った ことは じつ に興味深 い.

　 いずれの仮説 も,ポ リネ シア人の祖集団が これ らの

ユニー クな形質 をすでに持 っていたのか,あ るいは海

洋環境 へ進出 した後 に獲得 した ものであ るのかを,今

後 の発掘資料 を用 いて検証 しな くて はな らないが,従

来 の系譜論 に対す る新鮮 な挑戦 であ り魅力的で ある。

　最後 の第五章 と六章 は,ポ リネシアへの拡散時期 お

よびル ー トに関す る これまでの説を紹介 して ポ リネシ

ア人 のル ーツを探 ろ うとす るもので ある.こ の分野 は

長い間,考 古学者 の独壇場 であ った.遺 物 の形式 分類

に基 いて作 られた,拡 散 のオー ソ ドックスシナ リオ は

未 だにあ まり大 きな修正 も施 されず に,多 くの概説 書

に用い られ ている.し か し,最 近の周辺諸科 学 の発達

によ って,い くつ かの異 な ったモ デルが提唱 され は じ

めて いる.コ ンピュー タを使 った シ ミュ レーシ ョンモ

デルや,歯 の形態特徴 か らみた縄文人 とのコネク シ ョ

ンを強調 したモデルな どであ る.ま た,年 代 測定値 の

測定 資料の材質 ごとの修正 値を再吟味 して,こ れ まで

提出 され た年代 を修正 し,新 しいモデルが提唱 され た

りも して いる(た とえ ばKIRcH,1986,　 ANDERsoN,

1991な ど),し か し,こ れ らの モデ ル もや は り作 業仮

説の域を抜 け出 していないのであ る.年 代値 を伴 った

考古 学資料 は もっとも説 得力のあ る証拠 であるが,言

語 や動植物,航 海術 な ど,多 分野の研究成果 を と り込

んだ,総 合 的検証作業 が今後必要 とされ るであろ う。

その意味 において,形 質 人類学の領域か らポ リネ シア

人を研究 した本書 が,他 分 野の研究者 に与 える刺 激 は

大 きい.

　 著者 は,ポ リネ シア人 と縄 文人 との骨格 の類似 性 を

強調 して はいる ものの,祖 集 団で あるラ ピタ人 は南 シ

ナ海あ た りか ら南下 した海 洋民 グル ープであろ うと し

て いる.ラ ピタ人 の源郷 が究極の研究 目標 であるの は

言 うまで もないが,そ れ と目され る地域 の考古資 料が

乏 しい現在,そ こまで追及 す るの は難 しい.

　 本書 は,と か く資料 の羅列 や学説の紹介 などで読者

の気を そいだ り,難 しくな りが ちな部分 を大胆に省 き,

軽快 な文体で語 られてい るが,少 々筆が走 りす ぎた箇

所 もい くつか み られ る.た とえ ば,「 オセ アニ アの各

民族の歴史 には,文 字 によ る記録を もて あそぶ歴 史学

の方法 によって明 らかにで きる部分 はまった くない,」

(p。17)と い うのは,明 らかに ヨーロ ッパ人 との接 触

時 に残 され た資料 の価 値を無視 したもの である.ポ リ

6.早 熟傾向

　 ポ リネシア人の研究 史にお いて これ らのユニー クさ

は研究 者を ひきつ ける と共 に,こ の集団 の系譜 関係 を

探 るのに障害 に もな っていた.周 辺諸集 団には類似 し

た形質を持 ったグルー プが いないか らであ る.そ のた

めに イン ドや アメ リカ大 陸,地 中海 などにオ リジ ンを

もとめた りす る荒唐無稽 の説 まで提唱 された.こ の よ

うな従来 の研究 にたい して著者 は,系 譜 論の最大 の弱

点 は 「正確な類縁関係 が描 けれ ば集団間 の系譜関係な

どはす ぐに解決す るだ ろうとい う思考法 その ものの中

に内在 して いる」 と指摘 し,別 の仮説 を提唱す る こと

によ って解決 を試 みてい る.こ の発想 の転 換 は成功 し

てい るようにみえる,つ まり,ポ リネ シア人 のユ ニ ー

クさを,ポ リネシア集 団が獲得 した形質 であ ると捉え,

まずその原因 を探 ろ うと したのであ る.以 下 の2つ の

仮 説が第四章 で展 開 されて いる.

　 最初の考え はニュー ジーラ ン ドのホー トンが提唱 し

た もので,「寒冷地適 応」 によ って ポ リネ シア人 の ユ

ニー クさを説明 しよ うとす る ものであ る.こ の仮説は,

ポ リネシア人が身長 と体重の比が少 なく,ず ん ぐりむ っ

くり して お り,体 重の割 りに体表面積 が少 ないな ど,

熱帯 に住む人 の身体 特徴 とい うよ り,む しろ寒帯近 く

に住む寒冷地適応 タイ プの人 の体型 に似 て いることを

指摘 した ものであ る.海 上 で長時 間活 動す るの は,陸

上で想像す るよ りも寒 い.身 体 のい ろい ろな部分 の特

徴がバ ラバ ラに寄 せ集め られたのではな く,シ ステ マ

テ ィックに寒冷気候 に適応 した結果,ユ ニ ークな形 質

が生み 出された とす る考え である.

　 この考え に対 して,著 者 は上記 の特 徴が ポ リネ シア

人の祖集団 であ るラピタ人 にあま りあ らわれて いない

ことか ら,や や否定的で ある.ポ リネシア人 に寒冷 適

応 タイプの体型 が定 着す るには時間的に短す ぎるとい

うのが その批判点 であ る.そ して もう1つ の仮説 と し

て,著 者 自身 が提 唱す る 「過成長 タイ プ」仮説 を紹 介

して いる.こ れは,巨 人症者 の形態 特徴 とポ リネ シァ

人の それ とを比較 し,骨 格特徴 が類似 して いるこ とに

着 目 した ものであ る.ポ リネ シア人 は歯の萌出年 齢が

現代 のホモ ・サ ピエンスの標準 よ り1か ら2歳 程度早

く,初 潮年齢 も2歳 くらい早 い.こ の ことは思 春 期が

長 く成長期 が長い ことを意 味 し,出 産可能期間が 長 い

ので はないか と指摘す る.こ れは,新 しい無 人 の環 境

へ拡散 し,急 速 な人 口増加 が必要 な場合にみ られ る,

生態学 でい う"r戦 略"に あた るので はな いか と着 目 し

ている.
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ネ シア人が拡散 した後,そ れ ぞれの環境下 におい て発

達 させた社会 システムや居住様式 な どは,こ の よ うな

記録資料か らも っと もよ く再 建 され て い るので あ る

(例えばDAVIDSON,1969).ま た,ポ リネ シ ア人 が,
　　　　　　　　　　　　の　　　

い とも簡単 にキ リス ト教 に改宗 した(p.32,傍 点 筆

者)と いうの も,い くつ かの例外 を除いて正 しくな い

し,タ パ(樹 皮布)に 用 いた植物 はハイ ビスカス(p.

32)で はな くカジノキである.し か しこの ようなマ イ

ナーな点 は,本 書 の価値 をいささか も下 げ るもので は

な い.

　 オセアニアの先史文化 を形質人 類学 の視点か らわか

りやす く語 った本書 は,難 しい専門用語 に こだわ る考

古学者 に反省 を促す かのよ うであ る.オ セ アニア研究

自体が まだ年月 の浅 い研究分 野であ る.海 洋世界 の す

ば らしい自然 と人 々を研 究対 象 にす ることの喜 びを,

一人で も多 くの人 に知 って ほ しい.そ ん な願 いを込 め

て書 かれ た本書 は十分 にその役割を果 たす ことであろ

う.
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